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研霧籍介Ｉ

－ＣＯＥ研究員研究概要一

琉球列島および周辺海域の-'一髄､皀異尾類の分類および生物相に関`する研究

大澤正幸(種の多様性グループ｡2004年11月～2006年３月）

琉球列島の浅海から深海にかけては,多種多様

な十脚甲殻類が生息しており,分類学的検討の必

要な種も数多く含まれている.琉球列島から採集さ

れた十脚目甲殻類のうち,異尾類を中心として分類

学的精査を進め,その生物相の正確な把握を進め

るとともに,周辺海域を含めた生物地理学的特徴に

ついても解明に刀を注いだ.生物相の比較のため，

台湾,フィピリンおよびニューカレドニア周辺の標本

についても精査した.研究成果については,一連の

論文としてこれまでに発表をおこなってきた．

サンゴ礁域に生息するホンヤドカリ科の多くの種

は非常に小型で,礁原に見られる間隙に隠れ住んで

いることから見逃しやすく,生息している種数は近

年まで非常に少ないと考えられてきた.共同研究者

との分類学的精査をとおして,琉球列島における正

確な生物相の解明を進め,特にヒメホソヤドカリ属

PagUhixusの種の多様'|生が予想以上に高いことが

判明した(Komai＆Osawa,2006,2007;Osawaef

aA,2006iOsawa＆Komai,2007）

カータ`マフ科は,温帯から熱帯の浅海の転石域

や死サンゴ域において数多くの種または個体数

を確認できることから,沿岸の大型底牛動物群集

を構成する主要な分類群の－つである.フランス

国T7自然史博物館に収蔵されている標本に基づ

き,ニューカレドニア周辺の１０属３１種について

報告しニューカレドニア周辺から記録された種の

形態形質における種内変異,種の特徴そしてシノ

ニムについて整理をおこなっ7Ｅ(Osawa2007)．

本報告により,インドー西太平洋域のカニダ`マフ科

の総括的な分類および生物相の解明にむけての

足がかりができた．

カータ'マシ科およびホンヤドカリ科に加えて,浅

海性のグループでは,コシオリエピ科,ワラエビ

科,クダヒゲガニ科についても既知種の正確な再

定義および新種の記載をおこなった(Osawa，

2005,2006,2007;Osawa＆Fujita2007)．

一方,下部漸深海底帯(700ｍ以深)において

種の多様性が高いシンカイコシオリエビ属

Munidopsisに関しては,台湾周辺の深海動物相

に関する調査航海(水深200-5011ｍ)をとおして

採集され7F:篝富な標本に基づき,これまでに６新

種を含む３２種について,台湾海洋大学の研究者

とともに共同研究をおこなった(OsawaefaL，

2006a,ｂ,2008a,ｂ;LinetaL2007).これらの検

討標本には,水深３０００ｍを超える深海底帯から

採集された１０種が含まれておりそのうちの３

種は新種として記載した.現在のところ曰本近海

から２１種,フィリピン。インドネシア海域から３５種

が報告されていることから判断すると,この成果

は台湾周辺の深海動物相の豊冨さを反映してい

ると解釈できた．

２００２年から２００４年にかけて,国立科学博物館

によって実施された琉球列島域での深海生物相

に関する調査航海(水深51-2133ｍ)をとおして

得られたコシオリエビ科の標本の分類学的精査も

おこなった.標本は１３属５０種の既知種および６

属１４種の末記載種を含んでおり,既知種のうち

２２種は曰本近海からの新記録であった.シンカイ

コシオリエピ属について,琉球海盆および士佇湾

において採集された種について報告した(Osawa

＆Takeda,2007）

遺
伝
尋
の
多
様
性

研
究
グ
ル
ー
プ

種
の
多
様
性

研
究
グ
ル
ー
プ

菖
頴
系
⑪
。
ぞ
ぼ

園
「

醗
笂
ソ
？
フ

活
動
範
告
二
ｍ

ＦＰ

■．

＝」■

■忠司

＝

脾ゲ

ガ魚二･･
JL幾Kｺ

」■

■Ｂ

＝

。】魚二・.鷹一
JMI幾8㎡

の虫■

，｡"獅牌

騨蝉露

■

印画

‘

新種として記載した種.左,セイリユウヒメホンヤドカリPaguﾉﾌﾞxuspu/cher(沖縄島,久米島:水深3-20ｍ)；

中央,ムチヤギカクレカーダマシＬ/Ssopo/℃e//ana〃ageﾉﾉﾉＣＯ/a(沖縄島:水深１２ｍ);右,タンカイコシオリエ

ビ属の1種Mun/dops/sZEH耐(台警南東:水深３５７０ｍ）
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